
いじめの予防に関する一考察

~パーソナヲティと家族機能の関連性から~

人間教育専攻

幼年発達支援コース

三井理愛

1.問題の所在と目的

近年のいじめは，携帯電話やインターネット

などの電荷搬を使用した fネットいじめj と

峨おもるような険湿カり高度ないじめの手口が

問題視されることなど，いじめは現代もその質

を変化させながら，学校や子どもたちを取り巻

く教育環境の中に蔓延していることが明らかで

ある。さらにそれらのいじめを苦に自殺する子

どもも少なくはなく，教育iこ搬コる者たち全て

にいじめの早期発見，早期対応が求められてい

る。

いじめの起こるメカニズムとして森田(1鈎8)

は，いじめっ子・いじめられっ子，周りで面白

がって見ている子(観衆)・見て見ぬふりをする

子(傍観者・うち科識者を含む)という 4層構

造のなかで発生していると指摘する。さらに4

層に当てはまる子らには，それぞれに性樹句特

徴があると指摘している。また清永(1鋭熔)は，

これら4層構造の背景には核家族化・情報化・

都市化・学校化の4つの社会的状況が関わって

いる中でも，現代の家庭環境の在り方は，いじ

めに開宴する心理の墓還が育つ環境である。と

述べている。

これらのことから，いじめには個人カ滑って

いる世強制全と，家庭環境の在り方が大きく関

わっていると考えられる。そこで本研究は，い

じめっ子・いじめられつ子・観衆・傍観者の性

格特性に注目し，それぞれのいじめに関わる人

指導教員田村隆宏

たちが，どのような性格朝生を持っている者が

多いのかに焦点を当てると共にそれぞれの家

庭環境そ家族機能はどのような働きを示してい

るのかを明らかにすることを目的とする。

2.研究方法

調査対象:徳島県と香川県の専門学校・大学・

大明涜に通う学生214名(男子61名，女子153

名)。

調査期間:平成21年5月サ月

実施方法:質問紙法仮属法)。

有効回答数:201名。有効回答率 :94%

調査内容:

①個人のいじめについての意識をはかるため

に，森田 (1鎚6)が安調するいじめの4層構造

モデルや， Barbara Cblon腕(気賜)ら持調

している4層の側主を項目化し，それぞれに質

問を設けた。全24項目に対し5併設で回答を

求めた。

②個人の持強制全をはかるために，東京大学

医学部Jt.療内科τEG研究会らによる f新版

τ官Gテストjを用川全55項目に対し3件法

て粗答を求めた。

G濠族の在り方について検討するため，草田

ら(1993)による弓議録蜘宅測定尺度jを用い，

全20項目に対し5件法で恒搭を求めた。
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3.本研究のまとめ

本訪問の結果から得られたことは以下の各3

視点、であった。

1.いじめっ子の組諸相生と家庭環境について

①いじめっ子の組強特性には地入に対して

批判酌な態度が強い者，機梯句で冷淡・打算的

な態度が強い者，わがままで自己中IU的な態度

が強い者が多いということo (2濠族機能の凝集

性については家族と州議離句繋がり方法蒋的

問中高い家臨ま多いということ。§濠族機能

の適応牲について比家篠の危機や発溺旬討幾

があった場合，家族システムヰ殺到関係を変化

させることに擾れている窮乏が多いということ0

2.いじめられっ子の性格特性と家庭環境について

①いじめられつ子の担強制由こは，過保護で

おせっかいな態度が強い者糊踊告で他人の目

を気にする態度の者が多く 他人に批判的な態

度が強い者，打算的で計耐空が強い者F 自己中

心的でわがままな態度が強い却がPないとし、う

こと。@湯識調鵠告の凝鋼生については家族と

のf静納繋がりが全榊句にやや和、家庭が勢、

ということ。@濠族機能の鄭志性については，

家族の危機や発崩切出掛まあった場合，家族シ

ステムヰ殺鰯関係を変化させることには特に他

と比べて優劣W変伽まないということ。

3.観衆の悦持特性と家庭環境について

α灘衆の性格特性には消極拘で他人の目を

気にする者が多く，他人に対して損市助な態度

の強い者，打算的で計耐空が強い者，自己中心

的でわがままである態度が強い初対Pないこと。

錫謀議能の凝鎚主については家族との情緒

的紫がり方支全体的にやや高い家臨ま多いことo

G濠族機能の適応性については，家族の危機や

発選句匙機があった場合，家族システムヰ殺到

関係、む変化させることに特に他と比べて優劣の

差がないということ。

4.傍観者の性格特性と家庭環境について

①傍観者の桂括特性には，消極拘て萌他人の目

を気にする者が多く，飽人に対して批判的な者，

打算的で計画推の者，自己中iU的でわがままで

ある者は少ないこと。笹濠族機能の凝衛生につ

いては家族とのf静掛句繋がりが全榊句にやや

低いということo (a濠族機告の海志性について

誌，家族の危識や発通拘危灘があった場合F 家

族システムヰ殺害j関係を変化させることがやや

低いということ。

4.今後の課題

本調査から，いじめっ子，いじめられつ子，

観衆，傍観者の4層についての相指朝生並明こ，

家庭環境の関連について検討してきた。それぞ

れの悼強特性には家庭環境の影響から形成さ

れていると考えられるものがあり，家庭全体の

在り方キ規子の繋がりに関して改善の余地があ

ると考えられた。特に現代は女性の恒会進出や

少子化の影響により，一菊歪嬢の場というもの

が激減しているように感じられるため，如何に

限られた少ない時間の中で家族とのコミュニ

ケーションをはカれる料こよって，家族全体の

繋がり，さらには家族全体の機能ヰ砕を深める

こととなるであろう。またこれらのことにより，

子どもにとって家庭という場が安鈎り安心で

きる場であることを認識させることが必要であ

ると考えられる。特に現代のいじめは，ネット

いじめ付嗣的いじめなどF ゲーム的な感覚で

いじめを行う者が多く，誰もが鳴動となり得る

状況であり，巧妙な手口によって大人たちには

見えないような所でいじめが発生する場合が多

川そのためにも，親そ場獅は子どもの変化に

いち早く気付けるような糊jを取ることが必要

であり，さらには専門機関との連携，地域の方々

との関わりが大きな役割を果たすと考えられる。
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